































































































































































































1 40 代 夫婦、子 3 
2 40 代 夫婦、子 15 
3 50 代 夫婦、子 20 
4 50 代 夫婦、子、孫 15 
5 40 代 夫婦、子、親 6 
6 30 代 夫婦、子 3 
7 60 代 本人、子 5 
8 60 代 単身 15 
9 60 代 夫婦 8 
10 60 代 夫婦 6 
11 50 代 単身 10 
12 50 代 夫婦、子 13 
13 60 代 夫婦 3 
14 40 代 夫婦、子 10 
15 50 代 夫婦、親 10 
16 60 代 夫婦 5 
17 50 代 夫婦、子 5 
18 60 代 夫婦 3 
19 30 代 夫婦、子 0.9 
20 40 代 夫婦、子 3.5 
21 40 代 夫婦、子 9 
22 40 代 夫婦、子 3.5 
23 40 代 夫婦、子 1 
































































































































































































図１ 年代別活動日（n=24 人） 
 
３．サポート活動への参加動機 
 活動への参加動機について話しているサポーターは 24 名中 23 名であった。分析した結





































































































































































































































































































は、50 ～ 60代のサポーターが多かった。50 ～
60代のサポーターは、土日や遅い時間の預かり
を行うなど、自分の予定や状況をみて、利用者
の依頼と都合が折り合えば依頼を引き受け、活
動を行うなど、より柔軟な対応をしている傾向
があった。今回、参加動機の一つとして【地域
の中で自分を生かしたい】というカテゴリーが
明らかになったが、これについて言及してい
たのは50 ～ 60代のサポーターであったことか
ら、この年代のサポーターは、自分の子育てが
一段落、又は子どもが独立して、自分の時間が
持てるようになって、困っている人の手助けに
自分の育児経験や時間を生かしたいという思い
があるものと考えられた。また、保育士や小児
科の看護師など子どもに関わる資格を持ってい
る人は、仕事を退職し、その専門性を生かして
役に立ちたいという思いを持って活動している
と考えられた。一方で、活動を平日や家族が不
在の時間に行っている人は、30 ～ 40代の自分
の子どもの子育てをしながら活動をしているサ
ポーターが多かった。30 ～ 40代のサポーター
は、子どもや夫が家にいない時間に活動を行う
など、家族生活とのバランスを取りながら活動
している現状が明らかになった。
　多くのサポーターは、自分や家族との生活の
中で、可能な範囲で活動を行っていた。今回の
調査対象であるサポーターは、サポーター歴が
平均7.54年（SD5.1）で、長期に活動を続けて
いる人が多かった。これは、この活動がボラン
ティア活動であるため、自分の都合や予定を考
えながら活動をすることができ、自分や家族と
の生活も大事にしながら、無理のない活動を行
うことで長期に活動を継続することができてい
ると考えられた。
　最後に、サポーターは、【子どもに関わるこ
とがしたい】、【自分のために役立てたい】とい
う動機を持ち活動を行っている人もみられた。
これは全ての年代に共通する動機であり、活動
を通して自分の充足やスキルの向上・上達を志
向していることが伺われた。このようなサポー
ターの参加動機は、サポーター自身のニーズで
もあり、活動を通してそれらが充足されてい
た。そして、このことが活動を行っていくため
の重要な要因の一つになっていると考えられ
た。藤高７）は、ファミリーサポートセンター
事業の意義として、「相互援助活動」について
論じており、利用者は地域に手助けしてくれる
身近な協力者を得ることができ、サポーターは
必要とされる実感や子どもの成長を身近に感じ
ることができる活動であると述べている。ファ
ミリーサポートセンター事業のサポート活動
は、利用者のニーズを充足するだけでなく、利
用者とサポーター双方のニーズを充足するもの
になっていると考えられた。
Ⅵ．おわりに
　本研究は、A 県で活動しているサポーター
24名によるインタビュー調査の結果であり、今
回の結果を一般化できるものではないが、イン
タビュー調査に協力したサポーターからは貴重
な内容が語られた。サポーターは、【子育て中
の人を手助けしたい】、【地域の中で自分を生か
したい】、【子どもに関わることがしたい】、【自
分のために役立てたい】という動機から活動を
行っており、サポーターの活動は、利用者の多
様なニーズに対応して行われていた。サポー
ターは、自分や家族との生活の中で無理をせ
ず、可能な範囲で活動を行ない、活動を通して
自分のニーズを充足することで活動を継続して
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いると考えられた。
ファミリーサポートセンター事業は開始当時、
地域住民同士の子育ての支え合いが目的であっ
たが、現在は利用者のニーズが拡大し、支援内
容や方法に専門性が求められるものも含まれる
ようになってきている。今後は、さらにサポー
ターの活動の実態について調査をすすめ、より
安全で快適で利用しやすい支援体制を提案して
いく必要がある。
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